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宝塚市��、平成元年（１９８９年）�非核平和都市宣言を行い、平成１５年（２００

３年）��核兵器廃絶平和推進基本条例を施行し、そ�趣旨�基�き市民�皆様����

様々�平和�催しを行っ�い�す。 

昨年、平成２３年（２０１１年）�、例年�平和�催し�加え、１１月５日�特別�催

し「平和���い～講演�朗読�歌���る～」を開催し、作家・評論家�吉武輝子さん、

俳優�高田敏江さん、歌手�クミコさん�出演�、心�こ�った平和��メッセージを届

け�いただき�した。 

ここ�そ�「平和���い～講演�朗読�歌���る～」�内容を平和啓発冊子「い�、

語り�ぐ 平和��願い Ⅷ」�し�����した。 

吉武輝子さん�退院直後��思え�い���平和��力強く熱い想い�講演、高田敏江

さん�涙�くし�聞け�い手記�詩�朗読、クミコさん�心�るえる歌「ＩＮＯＲＩ～祈

り～」��か東日本大震災�経験を交えたトーク��貴重�平和�メッセージ��っ�い

�す。 

しかし、残念�こ��すが吉武輝子さん�、こ�講演５ヶ月後�今年、２０１２年４月

１７日、肺炎�た�帰ら�人��り�した。吉武輝子さん�ご冥福を心からお祈りする�

���、吉武さん��っ�最後�講演��った宝塚��「平和���い～講演�朗読�歌

���る～」�記録�あるこ�冊子を通し、吉武輝子さんを�じ�、高田敏江さん、クミ

コさんそれぞれ�平和��熱い想いを胸�、今後�戦争�核兵器��い平和�社会�実現

�努���いり�す。 

 

平成２４年（２０１２年）１２月 
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講演講演講演講演    「「「「無傷無傷無傷無傷でででで平和憲法平和憲法平和憲法平和憲法をををを次世代次世代次世代次世代にににに手渡手渡手渡手渡すためにすためにすためにすために」」」」        

    

作家作家作家作家・・・・評論家評論家評論家評論家    吉武輝子吉武輝子吉武輝子吉武輝子さんさんさんさん    

 

 

 

こん�ち�吉武輝子�す。あ�、三日前

��入院し�た��、酸素ボンベ�けた�

�許し�下さい。 

私がいただいたテーマ�「無傷�平和憲

法を次世代�手渡す」。これが私�テーマ�

あり、私�祈り�あり、願い�ある訳�す。

�いう��、私�、昭和６年�７月�生�

れ�した。そ�三月後�９月、満州事変が

始�り、本当�怒濤�ご�く日本�戦争�

向かっ�突っ走っ�いき�した。 

敗戦を迎えた��１４歳。�いうこ��、

私�平和を知ら�い少女�し�育ち�した。

昭和１６年�尋常小学校が国民学校��り、

�う本当�小国民�くり�教科書�中身が

ガラっ�変わり�した。それ���、「咲い

た 咲いた 桜が咲いた」、そ�教科書が

「進� 進� 兵隊進� 木口小平�死ん

��ラッパを離し�せん�した」、�、私�

声が朗々�し�る�ん�すから、こ�くだ

り��る�必ず先生が、「吉武さん、そこを

読ん�下さい」。立ち上がった私�、「木口

小平�死ん��ラッパを離し�せん�し

た」���言っ�る内�、本当�、心底、

軍国少女��っ�たん�す�。 

そ�前���、大学生�、４年間徴兵制

度から猶予され�いた。�ころが、大人�

兵隊たちが次々�亡く�っ�、若者が必要

��っ�きた時�、ラジオ�東条英機が何

�言ったか�いう�、これから�１２月い

っ�い、近く�軍隊��ん�行け�、但し、

理工科�医学部�除く�言ったん�す。�

いうこ���ん�個人的�それぞれ能力、

才能がある��、国�役立�か役立た�い

か、それ�よっ�死�追い�る。だから女々

しい�言われ�いた音楽学校あるい�画学

生たちが��位たくさん死ん�いったか分

から�いん�す�。 

�、ちょう�今��思い出し�すが、私、

女学校�４年生位�時�、学徒出陣�関東

�４万人位�学生が、ズボン�ゲートル巻

い�大行進をしたん�す。 

雨が降っ�いた。私�一生懸命スタンド

�旗を振り�した。そ�時�、兵隊たち�、

学生たち�、雨�中�、ザクッ、ザクッ、

ザクッ、ザクッ�いっ�、そ�足音が今�

�耳��い�離れ�せん�した。出征兵士

を送るた���旗を振り続けたん�す�。 

 �ころが、敗戦を迎えた時�、高良留美

子さん�いう詩人が「兄弟を殺し�」�い

うタイトル�詩�中�、女たち�旗を振っ

���ら�かった�いう一行を読んだ時�、

私、今��涙が出�くるけ�、私、泣い�、

泣い�、私本当�泣いたん�す。旗を振っ

たお蔭�、生きたい�思う人たちを殺し�

し�った自分�いう��を、責��、責�

�、責��。�、本当�怖い�あ�思う�
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�、�しろ男�戦争が終わったあ��、女

�戦争が始�るっ�いう�。 

私�うち�、東京�麻布�あり�したが、

焼け�し�った��、近く�親戚�うち�

仮住�いをさせ��らったん�す。すぐ近

く�、首�、肩�、馬�首�マークを�け

た第８騎兵隊�駐屯地があっ�、すぐ近く

�青山墓地があり�した。 

�、今��忘れ�せんが、日本�女性が

男�人たち�交じっ�一票投じた��、敗

戦�翌年�４月１０日�ん�す�。�、そ

�女�人�参政権を与える時��反対派が

いっ�いいた訳�す。�ころがこれを推進

させる側�何�言ったかっ�いえ�、今�

�女�無能力者�、男�言い�り��っ�

いた�。だから自分�選��ん�こ��あ

り得�いし、�さか立候補させる�ん�い

う男�い�せん。何事�変わり�せん�い

っ�、それを通したん�す�。�ころが何

�ありがたいこ��、８７人�女�人が立

候補し�、何�３９人�女�人が当選した

ん�す。それ�何故か�いったら、貴族院

が�く�り�したから、衆議院�た��た

くさん�人たちを入れ�けれ��ら�い�

いうこ��、何�言ったらいい�か�。中

選挙区制�そし�何人か�、一人���く

�、たくさん�人を入れるこ�が�きる仕

組���っ�いた訳。 

５人�場合�１人、１０人�場合�２人、

１０人以上�場合�３人。人間っ�不思議

�こ��、自分が選択する�いう余地があ

る�、片っ�女を入れれ�、片っ��男を

入れる。片っ��利害、片っ��理想。片

っ��戦争ずき、片っ��平和ずき。そう

�っ�、今�小選挙区制�よう�選択が�

き�い�いう、こういう�り方���かっ

たた��、何�うれしいこ��３９人�女

�人が当選をし、今�新しい憲法を�くる

時�、彼女たちが��位、女�権利��い

�、�う力いっ�い意見を述�たか。それ

�、議会�資料を読��本当�ありがたい。

女�人がいるからそれが通ったんだ�あっ

�いう�。改��ありが�う�、�いう思

いがあるん�すけ��。 

うち�母たち�、�う女�無能力者だ、

無能力者だっ�言われ�育った世代�人だ

から、一票、一票、一票�いう�を、飢え

�時代だから、おい��一俵�間違え�い

た訳�。それが要する�一票�聞いたら、

�うそれ�がっかりし�。�ころが私�ん

か�そ�一票が女が人間�ある�いうこ�

�証し�ある�いう�う�思っ�た�ん�、

�う嫌がる母を近所�小学校�投票所�引

っ張っ�、引っ張っ�、引っ張っ�連れ�

行った訳�す。そしたら、同じ思いを持っ

�いる仲間がいっ�いい�し�、�う学校

�校門��女�子たちがいっ�い、いっ�

い、いっ�い集�っ�い�、私�そ�校門

入ったすぐ左�、春らん�ん�桜�木�寄

りかかり�がら、男�人�中�交じっ�初

��一票を投票する私たち�先輩を見�い

たら、無能力者だ、馬鹿だ、無能力者だ、

馬鹿だ�言われ続け�きた、そういう彼女

たち�男�人�間�交じっ�、トボトボ、

トボトボ、トボトボ歩い�いる��。�、

私�、本当�そ�時心から祈ったん�す。

�うかお母さんたち、先輩、次�世代�た

��胸張っ�歩い�ちょうだい。そう思っ

た時�、ああ、母が歩い�いるこ�道�向

こう�母たち�違う生き方があるんだ�思

ったら、何か急�涙が�わーっ�出�きた。 
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そ�翌日�こ��ん�す。戦争�怖い。

要する�うち�娘たち�、小学校�５，６

年��ん�初潮を迎え�る��、戦争�い

う飢え�、それからストレス、そ�た��

１４歳��った私�生理が�かったん�す。

初��生理があった��１８歳�時���。

�、回覧板が回っ�き�、青山墓地�女�

人が性的被害を受け�すい�、だから絶対

�一人�行か�いよう��いう。�ころが

私�今言った�たい�、自分が生理が�い

から自分�大人�女だ��思え�かった訳

�す。そういう悲劇�大人�女�悲劇�あ

っ�、私��関係が�い�。�、一回り小

さい弟が、「�こ姉ち�ん、�こ姉ち�ん、

お母さん�お姉さんたち�た��桜�レイ

を取り�行こうよ」っ�私を誘ったん�す。

�、糸�針を通し�箱�入れ�、弟�手を

引い�私�青山墓地��出かけ�行ったん

�す�。今���、本当�吐息����花

が散っ�くるよう�、�う暴力��無関係

�静か�静か�春����きだった��。    

�、私�弟�両手を広げ�、花�らを持

っ�、それを拾っち�あ針�刺し、それを

拾っち�あ針�刺し、これ�お母さん、こ

れ�お姉さん。�、作っ�る最中�、すー

ごい勢い�弟が泣いたん�す。絶叫したん

�す。慌��振り返ったら、何�５人�第

８騎兵隊�駐屯地�兵隊たちが立っ�い�、

そ�真ん中�一人が弟を抱き上げ�いたん

�す。これ�弟をおい�逃げる訳��いき

�せん�した。  

��私�、神様�いう��本当�辛いこ

��う�く忘れさせ�くれるんだ��思う

ん�すけ��。�ん��そ�時�苦しかっ

たか、そ�時��ん��痛かったか、そう

いうこ��全然忘れ�い�、ただ仰向いた

時�春�白い雲�、それから裸��っ�い

る体��りそそぐ桜�花�花�ら�冷たさ、

それだけが感覚�し�残っ�いる��。 

本当�昔�育ちをした私��うそういう

�う��ったら好き�人��結婚する資格

��い。誰かを愛する資格��い。本当�

そう思い込ん�、二度自殺を試�、二度未

遂�終わったん�す。そしたら�、二回目

�時�近く�交番�お�わりさん、�う定

年間近�方が、心配�来たん�しょう�。

私�言ったん�す。「お嬢ち�ん、何があっ

たか知ら�いけれ�、人間�いう��何が

あったか���く�、これから先�う生き

�いくか。それ�よっ�人間�価値が決�

るんだよ」っ�言った訳。私�そん時�、

本当��、それを両親�あるい�学校�先

生が��こ�言っ�くれたら、�れだけ救

われたか。���っ�り、苦しく�、苦し

く�、苦しく�。 

�、私が初潮を迎えた��１８歳�時だ

ったん�す。そ�初潮�赤い血を見�がら、

私し�じ�思った��、私が奪われた��

肉体���い�、よりよく生きよう�する

意思を奪われたんだ�いうこ�をし�じ�

思った��。�いう��、うち�母たち�

結果�し�、いい結婚生活��見え�かっ
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たけ�、���っ�り初潮を迎えた時�、

ああ幸せ�結婚をしたい�いう思いを抱い

たん���かろうか。�、そ�時�私�、

自分�母方�祖母�呼�れ�泊�り�行っ

た��。優しい、本当�お雛様�たい�華

奢�女�人だったん�す。�、私があ�、

湯舟�横っちょ�顔洗っ�たら、お�あち

��が湯舟から出�き�、�っ�足を広げ

た時�、そ�華奢�体��信じられ�い位、

女�局部が紫色�腫れ上がっ�いたん�す。

私思わず「ええー」�声を上げたら、彼女

が私�何�言ったかっ�いえ�、「輝子さん、

これ�おじいち�んが�った�よ」�。要

する�、花柳界�遊ん�性病をう�し�、

う�し�、それ�こう�ったんだ�言われ

た時�、�っ�り女�人が人間�し�、き

ちっ�生きるこ�が�き�けれ�、た�え

結婚生活��レイプ�同じよう�性がある

んだっ�いうこ��気�かされた��。 

それ�同時�私�、そ�時�私を犯した

５人�アメリカ兵たち、�うし�るんだろ

うかっ�考えたん�す。そ�時�ハッ�思

った�が、多分そ�人たち�国�帰っ�、

いい市民�し�。�、自分�娘がそういう

こ�があったら、�うそれこそ銃を持っ�

飛ん�いく。か��東京�一人�少女を�

ん��乱暴した�いう、そ�記憶さえ�い

んじ��いかっ�いう�。思った時�私、

心から怒りが出�き�、こい�ら�た��

自分�人生を棒��っ�た�る��か�こ

う思った訳�す。 

そし�、し�らく経ったらウーマンリブ

運動が出�き�、そし�女�性�解放を盛

ん�叫�よう��った��。そ�時�私、

し�じ�考え�、そ�性暴力、それ�男�

女�対立問題���く�、当時、男�人�

気�毒�こ��、女�こ�を無能力者扱い

し�がら�、赤紙１枚�死ん�いか�けれ

��ら�かった��。それから軍隊�いう

�ころ�、暴力を養成する場所だったから、

男�人権が徹底し�踏��じられ�いた。

それを上�向かっ�怒りを振りかざすん�

��く�、弱い無能力者�し�、法的�規

定した女�怒りを��け�いる。そ�象徴

が性暴力だっ�気が�いた時�、私思った

ん�す。 

これから�、本当�男�人�女�人�自

分�人権が守られるよう�、そういう社会

を作っ�いか�けれ�、性暴力�決し�、

決し�、決し��く�るこ���い、男�

女�人権�問題�ある�いうこ��気�い

た�きから、私�女性解放運動、人権運動

そし�平和運動、�う本当�全力を上げ始

�た��。 

�いう��、本当�考えたら、今�日本

����、���、怖い時代��っ�き�

るん�す。気が�か�いか�知れ�いけれ

�、憲法�改悪�路線が強く�っ�き�る。

それから、仮想敵国を作っ�若い人たち、

盛ん�あおり立��いる。こういう時代だ

から私たち先輩�、無傷�平和憲法を次世

代�手渡すた��全力を上げ�いく。それ

�大人たち�義務�����いか�私�思

う��す。 

 私��、本当�さっき申し上げたけ�、

戦争を知ら�い少女�し�育ったそ�背景

��、教育問題が大きく介在し�いる��。

だから私�今�、教科書問題�全力�取り

組ん�いるん�す。�いう��、今���

戦争�実態を消し�し�うよう�、そうい

う歴史�本が�う�こ�市��、�こ�区

��使われ始��いる。それを許し�し�
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ったら、�た次�世代が同じこ��繰り返

しをし�いく����いか。そ�こ�を恐

れ�、私�今、全力を上げ�教科書問題�

�取り組ん�いるん�す。 

 ��さん方、考え�ください。本当�人

生５０年から人生１００年。私たち�祝い

�人生を生きるよう��った��。私�、

今年８０��り�した。８０��る�本当

�気が�か�いけれ�、今��人生５０年

時代���かった、色ん�病気が出�くる

ん�す。８０代��る�３人�１人が大腸

ガン��る�いう�。こういう私たちが、

何倍�、何倍�、何倍�、何倍�たくさん

生きる時代��れ��る程、これ�、平和

�ある�いうこ�、基本��けれ�私たち

そ����命を守っ�いくこ���き�い。

それだけ���い。今、本当�気�毒�こ

��、若い人たちが半分以上が非正規�勤

�方をさせられ�いるん�す。非正規っ�

いう��い���首��っ�し�う�いう

�。非正規だったら好き�人�結婚をし�、

そし�子��を産ん�、そし�����生

き�いれ�、そこそこ�老い�時代を得る

こ�が�きる、こういう機会を私たち大人

�奪っ�し�っ�いる�いうこ�。こ�こ

�を�うか、��さん方�う一回、自分�

生き方を振り返っ�次�世代�何を残そう

�し�いる�か、そ�こ�を考え��しい

�あ�思う��。 

  実をいう�、私�６３歳から７０歳��

中央大学�法学部�学生たち�女性学、前

期１３回を教え�いたん�す。�、学生た

ち�、本当�手をあげ���を言わせよう

�する�誰�口を�ぐん�意見を言おう�

�し�い��。そうする�、今�若い人た

ち��いう�う�、今�大人�言い出すけ

�、そうじ��いん�す。偏差値教育�い

う��、人�違った�ころがあっ��いけ

�い�いう。だから立ち上がっ�自分が言

ったこ�が他人�違う�いうこ�が分かっ

たら、そ�人たち�生きられ�い。だから、

レポートを書かせる�、本当�、裏、表�

っしり書くん�す�。だから、私�、偏差

値教育を許し�がら、今時�若者��いう

大人�優しさ��さっ�いう��を、自分

を、非常�責�たん�す。�、共通し�言

えるこ��、こ�若い人たち�、こ�毛穴

から何��いえ�い孤独が�じ�出�る�

�。私そういう�っ�気��る���、学

生たち�お茶を飲んだり、ご飯を食�たり

し�がら、�うし�こ�若者たち�、こ�

毛穴からこん��孤独が�じ�出�るんだ

ろう�考え�、考え�よう�く分かった�

��。気�毒�こ��、��ん��学生が

現代史を学ん��いん�す。��ん��ん

�明治維新��り���。人間�いう��、

ワン・ツー・スリー�一緒�生�れる訳�

��い訳だから、あ��生�れた人�生�

れ�かった前�闇�ん�すよ。だけ�、現

代史を学�こ��よっ�自分が��場所�

置かれ�いるか、現在地点が分かる。現在

地点が分かるから、だからこういう�う�

未来�向かっ�生きよう�いう、未来志向

を持�こ�が�きる��。 

�、子��たち�話をし�いるうち�、

ああこ�孤独�現在地を知るこ���きる

現代史を学�こ�を許され�い、だから未

来志向を奪われ�いるこ��孤独�んだ�

いうこ��気が�いた時から、私�現代史

�語り部��るこ��、�う決意した��。 

 さっき言ったよう�、何年生�れ�、�

ういう形�自分が軍国少女��っ�いった
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か。それから�た、性暴力が�ん��私を

傷�け、今��お、�っ�り�こか�、男

�人を怖がっ�いる自分�いう�がある�

�。�、そん�話を、ポツリ、ポツリ、ポ

ツリ、��り現代史�語り部��るこ��

徹した訳�すよ。 

 そうしたら�え、私、スマップ�木村拓

哉こ�キムタクが大好き��。そしたら�

え、キムタクそっくり��、学生がすー、

すー、すー�そ��来�、「先生、先生」っ

�、私�言う�よ。私��う、�っ�おき

�声を出し�、「�ー�」っ�言った訳。そ

うしたら�え、無礼��よ。「先生、昭和６

年生�れ。うち�お�あち�ん�同じだ」

っ�言ったん�す。そ�時�私�、�う一

回気が�いた��、こ�若い人たち�闇が

埋�るこ�が�けれ�、結局孤独�あり続

ける��、私自身���いかっ�いう�。

何�し��こ�孤独を埋�るた�、何�し

��私�現代史�語り部��り続けたい、

そういう�う�思い、それをい�だ�実行

し�いるん�す。 

  

��さん方、心からお願いし�す。次�

世代��ん�社会を残し�いくか、それ�

大人�義務�あり、責任�ある。�、憲法

を無傷�次世代�手渡し�いくた���、

�うし��お仲間が必要�ん�す。��さ

ん、お仲間��っ�下さい�すか。  

（拍手） 

 ありが�う。本当�ありが�う。若い人

たちが同じ轍を踏�せ�いよう�、�うか

��さん、私たち�お仲間��っ�下さい。

�う一度お願いし�す。�っ�下さい�す

か。      

（拍手） 

 ありが�う。本当�ありが�う。私�話

�これ�お終い�したい�思い�す。 

 ありが�うござい�した。  

（拍手） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソリオホール�講演する吉武輝子さん 

 

吉武輝子さん プロフィール 

１９３１年兵庫県�お生�れ。慶應義塾大学 

仏文科を卒業後、東映�入社。東映��女性初 

�宣伝プロデューサー�し�活躍。１９６６年 

�東映を退社後文筆活動�入る。 

著書��、女性問題、生�死、老い、平和を 

テーマ�「女人吉屋信子」「置き去り－サハリン 

残留日本女性たち�六十年」「おん�たち�運動 

史－わたくし�生きた戦後」「病��がら老いる 

時代を生きる」「夫�妻�定年人生学」「老い� 

�子�逆らう－私�『老親』修行」「死���幸 

福�いるた��１２カ条」「万病息災－病ん�� 

老い��『元気』�いるコツ」「（戦争�世紀） 

を超え�－わたくしが生きた昭和�時代」�か 

多数。 

�た、女性問題、生�死、老い��か、平和 

をテーマ�全国各地�講演。 

２０１２年４月１７日肺炎�た�永眠。 

享年８０歳。 
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朗朗朗朗読読読読        「「「「夏夏夏夏のののの雲雲雲雲はははは忘忘忘忘れないれないれないれない」」」」からからからから    

    

俳優俳優俳優俳優    高田敏江高田敏江高田敏江高田敏江さんさんさんさん      

 

 

 

 

�う���さん、こん�ち�。   ‥‥高田敏江さん朗読‥‥  

  

         

          「子供たち�私」 新木照子さん手記 

        

 山里小学校 それが、私が引き揚げ�き�、赴任�辞令を受けた学校だった。 

 

わずか�数�子供たちが跳��わっ�いる。 

こ�大き�学校�、たったこれだけ�生徒 

原子雲�下�生き残った��、これっ�っちだった�か！‥‥‥ 

 

�る一年、授業がうけられ�かったこ�子供たち�、い�それを取り返そう�、 

目を光らし�勉強し�いる。 

 身���っ�いる��、�ろ�ろ�夏服だが、�っ�た�赤く、����し�いる。こ

ん�廃墟�中�あり�がら、子供たち�、明るく�がらか�あった。 

それ�、国語�時間だった。「五人�子��」�いう題�こ�教材�、父母�愛情�指導

�よっ�、すくすく伸�ゆく子供ら�姿が描かれ�いる。 

 こ�時間��、楽しい気分をたっ�り味あわせよう�、授業をすす�た。 

 

「‥‥‥五人�子���名�？」 

「ピータ」 

「ジュテ」 

���答える�を、声�従っ�黒板�書い�ゆき、そ�おし�い�、 

「お父さん」 

「お母さん」 

�並��書いた、そ�時‥‥ 

「先生‥‥そ�五人�子供ら�、幸福
しあわせ

ネエ‥‥」 
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言った��、一番前列�女�子。大き�声���かった。ごく、自然�口から�れた言

葉�あった。 

 ハッ�した。 

こ�子��、お父さん�お母さん��かった�だ。私�生徒�方�向き直り、見わたし

た。 

黒板�「お父さん」「お母さん」�字をチラッ�見�う��く子 

 窓�外�一点を見���、瞳を黒板�向け�い子 

 下くち�るをかん�、目をう�ろ�見開い�いる子 

 えん��を固く�ぎりし��、ノートが真っ黒く�る��、ゴシゴシゴシゴシ塗り始�

た子 

 こ�子ら�‥‥‥ 

 �ん�孤児だった。 

 あ�時、あ�火�、お父さん、お母さんを、奪い�られた子ら�あった。 

 私�息が��りそう�苦しく�っ�きた。 

 こ�子ら�、こ�教科書�「五人�子��」�楽しい家庭生活�、�けこ�こ�が�き

�い。それ�夢�世界。こ�子ら��っ��、しょせん味わうこ���い、あこがれ�生

活�ある。 

「先生。‥‥先生�お父さん生き�るト？」 

「‥‥ええ、元気�すよ」 

「先生。‥‥お母さん�？‥‥」 

「‥‥ええ‥‥」 

「ヨカネエ－」 

「‥‥‥」 

 私��、�う授業を続けるこ�が�き�く�った。 

 生徒たち�運動場���出し�、明るい叫�をあげ�がら遊ん�いる。あ�子供たち�

心�底�、あん�深い、大き�嘆きが潜ん�いる�、だれが感�く�あろうか？こ�孤児

たち�、少し�孤児らしく見え�い。 

 

 音楽�時間 

こ�学校��ピアノが�い。オルガンが二�あるが、完全���一�だけ。 

 いざ�き始���る�、片方�空気袋が破れ�い�、踏�た��、バサッ、バサッ�音

をた�る。 

「先生、おかしか音�するネ」 

「こわれ�るト？」 

「いっちょんきこえんバイ、先生」 
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「原子�こわれたトジャロ」 

 こ�子供たち�、音楽を、うん�楽し�せ��りたい。 

私�先�たっ�歌い出した。あ�り得意���いから、冷�汗が出る。 

 それ��、子供たち�無邪気�、私�声��い�歌い出した。�ん�う�楽しそうだ。

い�しか冷�汗�、あ�い汗�変わっ�いった。 

�ん�歌っ�いる。 

 

 口を大きく開け�。目をかが�かし�。足�ょうしを�っ�、両手を�ぎりし�、心を

一��し�歌っ�いる。力�よく、明るく、�がらか�‥‥‥ 

 

              永井隆編『原子雲�下�生き�～長崎�子供ら�手記』サンパウロ発行 

                      新木照子 手記 【子供たち�私】 

 

 

… … … … … … … … … …  

 

「星�見�いる」 藤野�しえさん手記 

 

 あ�子、博久�、幼少�時から 

ちょっ�変わった面白い子供�した。広島一中�転校し�し�間��い頃、「僕�先生�詩

吟が上手だから、僕�一席�っ�御覧�入れ�す。笑っち�駄目よ」�申し�、それ�そ

れ�可笑しい節�わし�、浪曲��詩吟���か�こ�を申し、皆々吹き出したこ��ご

ざい�した。 

 

 私が食事�後始末をし�いたら、二階から「お母さん、ちょっ�きんさい」�呼��す。

�こ��たず��す�「ここよ、屋根�上よ、滑りこけ�よう�し�さい」�申し�した

��、私�四ツん這い��っ�屋根�渡り�した。「座布団を敷い�おいたよ。お母さん」、

「有難う有難う。�ん�素晴らしい星空�しょうか、綺麗だ�、戦争があっ�る�たい�

�いわ�」�申し�したら、「お母さん、オリオン星座知っ�る？ あそこよ、あそこよ」

�指さす��す。そし�「�エお母さん、�うし�戦争�んか起きる��しょうか、止�

��しい�あ、日本��い物�アメリカから送っ�貰い、フィリピン��い物�日本から

送っ��り、世界が仲よくいかん��かしら。そしたら世界が一��国家��っ�、世界

国亜細亜州日本町広島村��る�」�申し�、�か�か話�尽き�せん�した。 

 

 明け�、六日�上々�お天気�した。八月�太陽�目がくら�よう�暑く、あら、Ｂ29

���いかしら�空を見上げた�たん、ピカリ�世間が真黄色��り、天地�崩れん�か
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り�大音響�、ハッ�思うた���覚え�い�すが、そ�時、私�気を失っ�し�い�し

た。 

 

 我�返った私�、壁土�中�埋�っ�い�した。埃�目�開けられず、明るい方角�這

い出し�した。「ああ助かった、助かった」�見れ�、家�半壊し�二階が落ち、柱がくし

�くし���っ�い�した。一体これ�何事だろうか。主人�、博久�、�うし�遁れ�

いるだろうか�思う�、胸が切�く�り�した。 

 �わり�水を求�る人たち�かり�した。私�小さ�茶碗を拾う�来�、何�ん�何�

ん�水汲��行き�した。�ん�う�これこそこ�世�地獄�申す���ござい�しょう。

主人�子供�こ�を思う�息�根�止�りそう�ござい�した。 

 

 そ�夜、丘�上から眺��す�、広島が一��火�柱�見え�、月を焦がし�いるよう

�した。夜通し呻い�いた人たち�、東�空�白�頃�静か��り�した。 

 靴�音が近�い�来�した。そし�防空壕�前��たり�止�り�した。誰だろう�起

き上がり�したら、主人�す。主人が中を�ぞい�い�した。 

 よかった�、よかった��喜�合い、男�子�足が早いから遠方�逃げたんだろう、明

日��元気�姿を見せるだろう�主人が申す���すから、私�急�元気が出�した。 

 明け�八日�朝から照り��き博久を探し�出かけた主人が帰っ�き�、「駄目らしいよ、

爆心地らしい」�言う��す。私�気�狂いそう�した。声をあげ�泣き�した。 

 前�夜、博久��うし�あん��星�こ�をいい出した�だろう。私�胸��、博久�

一�一��言葉が、痛い���思い�迫っ�き�した。 

 それから幾日か経ち�した。今日�八月�何日だろうか�考え�がら、�ん�り町を歩

い�い�したら、通りがかり�兵隊から、日本降伏�こ�を聞き�した。兵隊�学生��

ん�泣い�い�した。私�気分が悪く�っ�来�した。降伏する��り�ら広島をこ�よ

う�こ��せ�前�止��くれたらよかった���、残念�残念�た�り�せん。私�壕

�帰っ�莚をか�っ�泣き�した。泣い�泣い�涙�乾いた頃、思い出される��、「戦争

を止���しい」�言ったあ�子�言葉�した。 

 

 それから、き�っ�夜空を見上げるよう��った私��、 

博久�、博久�一緒�死ん�いった一中�お友達�、そし�あ�日亡く�られた多く�広

島�人々�、�ん�そ�魂が天�昇り、星くず��っ�、こ�地上�再�あ�よう�惨禍

が起き�いよう��、夜毎、静か�私たちを見���いるよう�思われ�す。 

 そし�、あ�子が申した理想が一日�早く実現し�すよう�、私�長生きし�見届け、

あ�世��土産�したい�思う��あり�す。 

 

             こ�涙 人��見せじ 星祭る 
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「タカち�んが死んだ日」 平野伸人さん手記 

 

 夏�じりじりした日ざしが照り�じ�る七月��る�、私�決�っ�幼�じ��タカち

�ん�こ�を思い出し�す。 

 

 タカち�ん�十六歳�夏、白血病�死ん�し�い�した。 

 

 原爆が投下された日、タカち�ん�父親祐次さん� 

長崎市�爆心地から三・五キロ�高台�ある自宅�い�した。 

特�身体�調子が悪く�るこ���く元気�過ごし�き�した。 

 

 タカち�ん�終戦�翌年九月�生�れ�した。私�タカち�ん��幼�じ��、小学校

�中学校�ずっ�同じ�した。タカち�ん����明るく元気�よい少年�した。 

  

高校二年�ある日、�ったく突然�タカち�ん�身体�変調が現れた��す。体育�時

間�途中�、タカち�ん�頭痛���いがし�学校を早退し、近所�病院�かかり�した

が、あ�り�貧血が��い��、総合病院�行くよう�紹介され�した。 

 そし�「再生不良性白血病���間違い�い」�、あ�二週間�い�ちを言い渡された

��す。 

 本人�思ったより�元気�、 

「体�悪か血�少し入れかえん�いかん。一週間ぐらい学校を休んだら出�くるけん」�

言っ�い�した。 

 しかし、�う�う、タカち�んが、病院から出るこ��あり�せん�した。白血病�診

断され、病状�確実�進行し�した。 

 皮膚�身体中�毛細血管から少しず�出血する��す。四週間���、舌�感覚がマヒ

し�、食�物が食�られ�く�り、言葉��っきり聞き�れ�く�っ�き�した。 

  

「生きたい」 

 �う、口�きけ�く�ったタカち�ん�目がそう訴え�い�した。生��執念�家族�

献身的�介護が二週間�死�宣告を伸�し�いった��す。 

 しかし、�が�目がかすん�見え�く�っ�き�した。眼底出血が始�った��す。 

 そん�タカち�んが私�「会いたい」�言った��、死�三日前�こ��した。タカち

�ん�、�せ細り、出血�た��ん点��じ�腕をそっ�私�さし出し�した。私�、タ

カち�ん�腕をじっ�握りし�るこ�しか�き�せん�した。 

 「原爆�せいじ�」 

 そう言ったきり、お父さん�黙っ�し�い�した。 
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タカち�んが死ん�一年がたち�した。 

 私たち�、久し�り�集�った同級生�気安さ�、タカち�ん�家�思い出話�花を咲

かせ�い�した。 

 夜�更け、そろそろタカち�ん�家をおい��する時刻��った時�こ��した。それ

��私たち�話をニコニコ�聞い�いたタカち�ん�お母さんが急�顔をこわ�らせ、切

り出した��す。 

「今日���さん�こん��し�いただけ�、孝光�さぞかし喜ん�いるこ��しょう。

本当�ありが�う」 

「��、�う、��さん�会う��、今夜�最後�したい��す」 

 私たち�、タカち�ん�お母さん�申し出�息を���した。 

「��さんが来�くれる��うれしい��す。孝光�こ�を話し�くれる��本当�うれ

しい��す。��、私たち�これから�生き�ゆか�けれ��り�せん。孝光��、兄が

い�す。妹�い�す。孝光が死んだ��原爆�せいだ�思い�す。孝光�兄�妹�これか

ら�原爆を背負っ�生き�ゆか�けれ��り�せん。そうしたら、就職する�き�、結婚

する�き�、きっ�孝光から離れられ�く�り�す。�すから、今日を限り���さん�

��う会い�せん。わかっ�ください」 

  

タカち�ん�お母さん�会った��こ�夜が最後��り�した。 

 

 これ�、私が「被爆二世」�あるこ�を意識した最初�出来事�した。 

 タカち�ん�家�近所�同じよう�被爆体験を持�私�母�、私�被爆体験を語っ�く

れるこ��あり�せん�した。きっ�、私を生�う�した時、悩んだ�違いあり�せん。 

 タカち�ん�お母さん�きっ�そうだったん�しょう。 

  

私�今、与えられた命を精一杯生きよう�思っ�い�す。生きたく��生きられ�かっ

たタカち�ん�分��、二人分�命を生きよう�思う��す。 

 

 

 

             … … … … … … … 

 

 私�、毎夏、今年�２７年、広島、長崎

�被爆者�方たち�手記を朗読し��いり

�した。今年�、東日本大震災�体験をし

た私たち�し��、広島、長崎�惨状�東

日本�く�福島原発�惨状がオーバーラッ

プし�、身近����し�感じられ�した。 

 私たち�こ�朗読を、若い方たち��く

�聞い�いただきたい�思い�し�、学校
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公演�力を入れ�おり�す。今年�、東京

そし�北海道�何カ所かいたし�した。終

演後、生徒さんたちが、たくさん�感想文

を送っ�ください�した。そ�感想文�中

�最�共通し�同じよう�書かれ�いた感 

想文、それ�今�自分たち�、本当�幸せ

だ�思う。勉強が�きるこ�、両親がいる

こ�、食�物�水がある�いうこ�。こん

�当たり前�こ�が�れだけ素晴らしいか、

気�かされ�した。これを機会�何事�感

謝し、今�平和�感謝し�、こ�平和を守

っ�いくこ�が、自分たち�役目���い

か。�いう���素晴らしい感想文を送っ

�ください�した。 

 本当�こん�当たり前�幸せ、それが�

ん�素晴らしいか。私が大好き�詩人�一

人�ある、私���ん�同姓同名�高田敏

子さん。２２年前�お亡く�り��り�し

たけれ��、���可愛がっ�いただき�

した。高田さん�詩�こういう詩がござい 

�す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        手記、詩を朗読する高田敏江さん 
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               「しあわせ」 

  

     歩き�じ�た�かり�坊��  歩くこ��しあわせ 

 

      歌を覚えた��子���  うたうこ��しあわせ 

 

      ミシンを習いた��娘�  ミシンを�わすだけ�しあわせ 

 

      そん�身近�しあわせを  忘れがち�お��たち 

 

       ��心�傷を  �おし�くれる�� 

 

これら小さ�  小さ�しあわせ 

 

                                                 高田敏子  「しあわせ」 

                        日本文藝家協会 許諾番号１６４２５１ 

 

 

�う�ありが�うござい�した。 （拍手） 

 

 

 

 

              高田敏江さん プロフィール 

群馬県前橋市ご出身。日本社会事業大学中退後、１９５４年�東映からデビュー。そ�後、劇団民藝� 

入団。１９７１年以後�フリー�し�映画、テレビ、舞台�活躍。主�出演作品�し�、映画��「お� 

くろ」「神坂四郎�犯罪」「男�辛いよ寅次郎」「釣りバカ日誌」��多数。テレビ��「私�貝��りた 

い」「アフタヌーンショー司会」「チャコち�んシリーズ」「池中玄太８０キロ」「金八先生」��多数。 

�た舞台��「幽霊屋敷」「夜明け前」「想い出�チェホフ」「ママ�貯金」「こ�子たち�夏１９４５ヒロ 

シマ」「夢千代日記」��多数。 

高田敏江さん�特�平和�大切さを訴えるた�「こ�子たち�夏１９４５ヒロシマ」を２３年間続ける 

が、そ�制作母体�ある「地人会」が２００７年�解散。そ�後女優１８人�新た�「夏�会」を結成し、 

「夏�雲�忘れ�い」�全国公演を続ける。 
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歌歌歌歌        「「「「心心心心のののの歌歌歌歌ののののコンコンコンコンサートサートサートサート」」」」    

    

歌手歌手歌手歌手    クミコクミコクミコクミコさんさんさんさん      

 

 

 

こん�ち�、クミコ�ござい�す。 

 今、あ�非常�私�略歴が自分���っ

くりする程丁寧�、読ん�いただき�し�、

そん��大したこ�し�い�い��、ちょ

っ�恐縮し�し�い�した。 

 本当�大したこ��し�おり�せん。大

学卒業後、銀巴里�いう�ころ�入り、そ

し�そ�後�こういう�う�歌を歌い始�

た。言っ�し�え�、たった�それだけ�

ござい�し�、さっ�り�した人生�ござ

い�すけれ��、歌たち��色ん�出会い

がござい�した。 

 一昨年、私�����っ�きた「ＩＮＯ

ＲＩ～祈り～」�いう曲。これが本当何�

言うん�すか、そ�前から命�歌�いう�

を�っ�い�したけれ��、こ�「ＩＮＯ

ＲＩ～祈り～」あたりから�す�す、命�

大切さ�いう�を裏を返せ�、命�儚さ�

すよ�。そういったこ�、あ�、時代��

関わりが段々深く�っ�来たよう�気がし

�す。 

 高田さんが先程朗読され�した、原爆�

被害�子��たち、そし�た�しいたち�

お話。こ�「ＩＮＯＲＩ～祈り～」�全く

そう�ござい�す。佐々木禎子ち�ん、平

和記念公園�建っ��す原爆�子�像�モ

デル�す�。禎子ち�ん�甥御さん�当た

られる祐滋さん�いう、�だ私が会った時

�３０代�青年�した。 

 彼が、彼女�気持ちを代弁し�作った歌

を私��ころ�持ち込�れ�した。私�自

分が被爆地�育っ�おり�せんし、ご縁�

�い��、���無理だ�思い�したけれ

��、彼が言った言葉、「僕�体�中��被

爆二世�血が流れ�い�す。最近結婚し�

したけれ��、子��を産�こ��関し�

�何か不安を持っ�い�す」�。そ�よう

�言葉�、何か���遠かった��が、�

�すごく近い�いう�う�思い�し�、私

�力��きるこ��させ�いただき�しょ

う�いうこ�から、「ＩＮＯＲＩ～祈り～」

を歌い始��した。 

 今�、ずっ�歌っ�い�す。震災�後�

�た違った「ＩＮＯＲＩ～祈り～」��っ

�きたよう�そん�気がいたし�す。 

 最初�曲�す。  

「ＩＮＯＲＩ～祈り～」                     
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   「ＩＮＯＲＩ～祈り～」 

 

別れがくる�知っ�いたけ�  本当�気持ち言え�かった 

      色�り�り�折り鶴たち�  こっそり話しかけ�い�した 

      愛する人たち��さしさ  見る��す��愛しかった 

      �う少しだけ�いいから  皆�そ��いさせ�下さい 

 

      泣い�泣い�泣き疲れ�  怖く�怖く�震え�た 

      祈り祈り祈り続け�  生きたい�思う毎日�した 

 

      折り鶴を一羽折るた�  辛さがこ�上げ�き�した 

      だけ�千羽�届け�  暖かい家��た戻れる 

      願い�必ずか�う�  信じ�折り続け�した。 

      だけ�涙が止�ら�い  近�く別れを肌�感じ�いたから 

   

      泣い�泣い�泣き疲れ�  折り鶴�い��励�され� 

      祈り祈り祈り続け�  夢を��げた毎日�した 

 

      別れがきた�感じ�す  だから最後�伝えたい 

      本当�本当�ありが�う  私�ずっ�幸せ�した 

 

泣い�泣い�泣き疲れ�  折り鶴�い��励�され� 

祈り祈り祈り続け�  夢を��げた毎日�した 

  

      �ぐり�ぐり行く季節をこえ�  今��今��祈っ�る 

      二度�二度�辛い思い�  誰��し��しく��い 

      誰��し��しく��い 

 

                   「ＩＮＯＲＩ～祈り～」  作詞 GOD BREATH  作曲 佐々木祐滋 

                                          日本音楽著作権協会（出）許諾第 1212637-201 号 

 

… … … … … … … 

 

最後�歌詞��あるよう�、禎子ち�ん

�こ�よう�思いを二度��か�方、人類

�す�、し��しく�い�いう�う�思っ

�いたん�すけれ��、３．１１�あ�、
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あ�福島��あ�よう�こ���っ�し�

い�し�、今���だ収束�見通し�立た

���、子��たち�危機�ずっ�さらさ

れ続け�いる。�ちろん大人��すけれ�

�、子��たち�不安�いう��測り知れ

�い��がある�いう�う�思い�す。 

 禎子ち�ん�同じよう�、２歳�被爆し

�１２歳�亡く�っ�いる禎子ち�ん�す

けれ��、１２歳�子��たち�今、非常

�大変�思い�中�暮らし�い�す。 

 こん�こ�が何�繰り返され�し�った

�か、考え��考え��悔しい�かり�、

ただ言えるこ��、�うしょうが�い。う

しろを振り返る訳��いき�せんから前だ

け見�、今�れるこ�を��かくし�いこ

う。そん�気持ち�私��れるこ�を全部

�っ�いこう�そん�思い�いっ�い�ご

ざい�す。 

 �う一曲、こ�原爆�非常�近しい歌�

言うか、�さしく８月６日�こ�を歌った

歌�ござい�す。 

 松山善三さん�詞�す。「一本�鉛筆」�

いう、１９７４年�第１回広島平和音楽祭

�、そ�時、そ�当時��大スター�した

美空��りさんが初��こ�歌を、こうい

った反戦�歌をオリジナル曲�し�発表さ

れ�した。                      

 当時�、何�あ�美空��りが、こ�広

島�歌を�いうこ��、非難�いう��が

あった�聞い�い�す。い��時代��そ

ういったこ�があり�す。��、彼女自身

�、彼女自身が戦争を経験し�いる�いう

こ��あり�すから、そ�人生�中�好き

�５曲�中�１曲��聞い�い�す。最後

��、こ�歌を歌う時��涙を流し�歌っ

�いた�いう話�聞き�した。              

 「一本�鉛筆」を聞い�ください。           

 

 

                「一本�鉛筆」 

 

あ�た�聞い��らいたい  あ�た�読ん��らいたい 

       あ�た�歌っ��らいたい  あ�た�信じ��らいたい 

   

       一本�鉛筆があれ�  私�あ�た��愛を書く 

       一本�鉛筆があれ�  戦争�い�だ�私�書く 

   

       あ�た�愛をおくりたい  あ�た�夢をおくりたい 

       あ�た�春をおくりたい  あ�た�世界をおくりたい 

 

       一枚�ザラ紙があれ�  私�子供が欲しい�書く 

       一枚�ザラ紙があれ�  あ�たをかえし��私�書く 
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       一本�鉛筆があれ�  八月六日�朝�書く 

       一本�鉛筆があれ�  人間�い�ち�私�書く 

 

                    「一本�鉛筆」  作詞 松山善三  作曲 佐藤勝 

日本音楽著作権協会（出）許諾第 1212637-201 号 

 

… … … … … … … 

 

先程、あ�、ご紹介��あり�したけれ

��、３月１１日�私�石巻�おり�した。

生�れ�初��行く石巻�した。仙台��

�ちょくちょくコンサート�伺うこ��あ

ったん�すが、そ�先�いう��、私�人

生��っ�初���、地図を見��、た�

息を行く前��い�おり�した。結構遠い

�あ�いう�う�思った訳�す�。私�中

��新幹線�次�駅か��ん�思っ�いた

�が、全然誤り�、仙石線�いう電車線を

通り、そし��あ、車�乗っ�１時間あ�

りかかり、ずっ�海岸線を右�曲がっ�行

く、そん��ころ�した。ちょう�行く前、

２、３日前�地震があり�した。い�ー�

気�し�した。ただ地震学者�方が、これ

�大地震�前兆���い��っきり言い�

した。�っきり言え�言う程心配��り、

何だかい��予感がしたん�す。私�霊感

�何��い人間���、予知能力��い人

間�ん�すけれ�、そ�時だけ�すごーく

い��気持ちがずー�続い�おり�し�、

い��夢をずー�見�おり�した。そし�、

うち�父�か母�地方�行く時�、必ず明

日��こ�こ�行くよ�いうよう�こ�を

言っ�出かける�が常�習わしだったん�

すが、そ�時�何故か言っ��いけ�い�

��よう�気がし�、一言�言わず�出か

け�した。�すから私が、そ�地震�遭っ

た時、うち�父�母�、自分があ�映像� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石巻�、大変�映像��ころ�、あ�津波

�襲われ�いる�ころ�、自分�娘がいる

��思わ�かったん�す�。�すから、言

わ�かったこ�、それ�非常�良かった�

か��、後��っ�思い�した。�しそ�

時、私がそこ�いる�分かったら、高齢�

�あり�すし、心臓�良く�いこ��あり

�すから、ちょっ�そ�安否が分かる��

�間�、あ�父�か母�方が�られち�っ

たんじ��いか�いう�う�思い�す�、

あ�言わ�い方が自分�判断�し��良か

った�か�あ�、後��っ�思い�した。 

 当日、３時からリハーサルが行われる�
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いうこ��、石巻市民会館�いう�ころ�

地下�楽屋�おり�した。そ�市民会館�

築４０何年経っ�いる�いう、昭和４０年

代�建物�、そこ�入る前�、宮城生協�

主催だったん�すけ�、そこ�スタッフ�

方が、「クミコさん、ここ�クミコさん�コ

ンサートを最後�建�壊すそう�す。光栄

�こ��す�。」�ん�言う会話をし�入っ

た訳�ござい�すから、２時４６分�左か

ら右�、ごー�いう轟音����、あれっ、

ここっ�地下鉄が通っ�いたっけ�いう思

い�、右�いたうち�男�子�スタッフが、

「地震�す」�いう叫��ガッ、ガッ、ガ

ッ、ガッ、ガッ、ガッーガッ�いう地震が

��ん�同時��っ�き�した。そし�、

そ�右側�いた男�子�図体�非常��っ

かい男�子だった��、楽屋入り口�梁�

�か�ったん�す�。�、私がそ�後ろ�

背中�しっかり�か�り、後ろを見�した

ら、うち�社長が私��か�っ�、だんご

三兄弟�よう�感じ�おり�した。  

そ�時、頭をかす�る�いうか、頭�中

を占�る��、二��こ��、一����

かくこ�築４０何年�いうこ�建物がペシ

ャンコ��ら�い��しい。それだけ�す。

��、そういう時�頭�中�イメージ�い

う��、ちょっ�前�あり�したニュージ

ーランド�地震。いっき�ペシャンコ��

っ�し�ったあ�素晴らしい近代的�ビル、

そ�映像が浮か�ん�す�。�すから、私

��か�り�がら、ずー�見�いた��忘

れ�し�せん、壁�す。壁が古い建物らし

く、ブロックが重�っ�いる�が何��く、

こう分かるよう�造り��っ�いるん�す

が、そ�一��石を見�、�れかが、おそ

らくこれがピリッ��ずれたら、あ�ヒビ

が入っ�、そこがポロッ��ったら、全部

がきっ�いっ�し�う�素人�がらそん�

こ�を考え�した��、そ�壁をずっ�見

�、お願いだから��１個�飛�出し�せ

んよう��願っ�おり�した。 

そし�、�う一�願っ�いた��、お願

いだからこ�様子�分から�い地下�、電

気が消えたら�う逃げられ�いから、電気

よ消え�い�くれ、電気よ消え�い�くれ

�願っ�おり�した。すー�小さく�る電

気�ん�す�、それが段々�。そうし�し

たら、途中�、自家発電、非常灯�切り替

わり�した��、うす�ん�り�光が残り

�した。そ�お陰�、�りあえず地震が収

�った時�私たち�表�出るこ�が�き�

した。表�光を見た時�助かった�本当�

思い�した。 

それから後、ああいった津波が来る�ん

�こ��、そ�時点�、おそらく被災地�

誰�、誰一人�し�、あん���い津波が

来る��思っ�い�かった�思い�す。サ

イレン�鳴り�した。津波警報が出�した、

一刻�早く高い�ころ�逃げ�ください�

いう警報�したけれ��、周りを見渡し�

�海�見え�いし、�うし�ここ�津波が

来る�か全く皆目分かり�せん。そん��

う�ウロウロし�いる時�会館�方が�り

あえず、こ�裏山�登っ�ください�。幸

い�こ��裏�山があり�した��、そこ

を登り�した。そ�後�行き�した時�、

�うし�ここを登れた�か�あ�思うよう

��ころを。そういう時�不思議�す�、

人間�力�いう��。ヒョイ、ヒョイ、ヒ

ョイ�登っ�行っ�し�ったん�す�え。

そし�途中��来�したそ�時��う、そ

れ��暗かった空から、��すごく雪が降
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っ��いり�し�、ダウンジャケット�頭

か�っ�い��、そ�上�雪が降り積�っ

�くる�いう非常�寒く�っ�、視界が�

�すごく悪く�っ�おり�した。 

誰かが、水が来�るっ�叫んだん�す�。

�、えっ、�さか�思っ�振り向き�す�、

本当�、そ�雪�視界が悪い中�、さっき

��いた駐車場あたりが�ん�り�見える

ん�すが、そこ�何台か�車が不思議�動

きをし�いる�が見え�した。グルグルグ

ル�回っ�いるよう�動き�した。それが

水�浮い�いる�いう状態だった訳�すけ

れ��、何せ、初���こ��すから、何

だかこう全�が把握�き�い。翌朝��っ

た時�、本当�晴れ渡った翌朝、素晴らし

い日差し�中�、私たちが昨日いた�ころ

が��ん�川��っ�し�っ�いる�いう

�ころを見た時�、こ��重大さがよう�

く分かり�した。 

そこから二日間をかけ�自分�住ん�い

る�ころ�戻っ�き�した。私��お風呂

�入れるし、ご飯�待っ�いるし、部屋�

暖かいし、お布団�暖かいし、��私たち

がちょっ�前��いた�ころ�人たち�、

�だあ�寒さ�中�いる�思う�、それか

ら�方が辛い毎日が続き、歌�ん�いう�

�、お�ぎり��水��か�わ�い無力感

��らわれ�した。それ�おそらく私だけ

じ��く�、��ん��音楽を�っ�いる

人たちが、あ�し�らく�無力感っ�いう

��、今��経験したこ���い��だっ

た�思い�す。 

��、そこから３ヶ月後�、�た石巻�

行きコンサートをする。招かれ�、イベン

トがあっ�、私�招かれ�、そ�一員�し

�歌を歌う。そ�中�、石巻�方々�すご

く喜ん�ください�した。本当�、歌っ�

いう���っ�り何らか�役割があるんだ

�あっ�逆�励�され�、そ�時点�、私

��う一回、歌い手�し��スタート��

り�した。廃業しかけ�いた訳�すから、

本当�天�助け��似た、本当�ありがた

いこ��ござい�した。 

そ�後、６ヶ月後��先程、湊小学校�

言っ�いただき�した。そこ�避難所�し

��大き��ころ�、一時�１０００人以

上�方が教室�避難をされ�いる。そこ�

コンサートを、体育館�コンサートをし�

した。そ�時�メイン�再生。津波�流さ

れたピアノ、泥�中�沈ん�し�ったピア

ノを何�か再生させたい�いう楽器屋さん

�社長さん�思いが通じたピアノ。そ�社

長さん�何�８２歳�ん�す。８２歳�余

命を全部かけ�、３０台流されたピアノを

再生させる�おっし�い�した。私�、そ

�泥�沈んだピアノを拝見した時�、�う

考え��、これ無理じ��いか�あ�。�

ちろん買った方が早いし、これ���すぎ

るし、一時期ピアノ�上�車��乗っかか

っ�たよう���がある訳�すから。これ

��思ったん�すが、社長さん�１２０歳

��生き�がん�る�言うん�す�。�す

から、私��う嬉しく�っち�っ�、�き

たら私、グランドピアノがいいん�すけ�、

グランドピアノ再生し�いただいたら、歌

い�来ち�い�すっ�。そ�約束が９月 

１１日��った訳�、今��そ�ピアノか

ら�砂が出��いり�す。外見�普通�ピ

アノ���ん�同じ�すけれ��、時々音

が妙�こ���る�、それを外す�サラサ

ラサラ�海�砂が下�た�るん�す�。�

か�かし��い�す。�か�かあい�ら�
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し��い�す。��一歩近�い�い�す。

ピアノだっ�再生するんだから、人だっ�

再生するし、街だっ�再生するよ、そん�

気持ち�９月１１日、歌い終えるこ�が�

き�した。 

そ�時���さん、そ�時�石巻�方々

�、シャンソン愛好会�女性方、そし�女

子高生�方々��一緒�舞台�上がっ��

らっ�合唱をしたりいたし�した。最後�

こ�歌を歌い�した。一歩だけ前�進�う

よ、一日一歩、三日�三歩、��二歩下が

っち�う。あらっ�いう感じ�すけ�、�

�、�っ�現実�難しい。�しかしたら、

１０日かかっ�一歩あゆ��いこ��多い

か�知れ�い。��長い間を見れ�、あっ、

一歩だけ進ん�るじ��い、二歩�進ん�

るじ��い、そういう日�必ず来る。そん

��う�思いたい、思える、そん�感じ�

ござい�す。 

私�１１月１１日�、きっ�ツナガルプ

ロジェクト�いう��を立ち上げ�した。

昨日ちょっ�会見をしたん�すけれ��、

それ�ネットを通じ�募金をし�いただこ

う�いう試��ござい�す。これ��募金

箱を手�色ん�場所�行き�し�、��さ

��暖かい志をいただき、それを地元�届

け��いり�したが、あ�、段々�人間�

忘れ�いく���ござい�す。そん�時�

ネット�何�かし�いか�くち�いけ�い

んじ��いか�いうこ��、きっ�ツナガ

ル募金�いう�を立ち上げ�した。 

そこを覗い�いただい�、１１月１１日

以降�私�サイトから入っ�いただい��

構わ�い�す。クミコ、カタカナ�検索し

��らっ�、そこから来�いただく�、本

当�ちょっ�ず���、長いスパン��っ

�いこう�思い�す��。そん�お金が集

�れ�いい��いう�う�思っ�い�す。

そ�募金�福島�子��たち、そし�石巻

�子��たち、�っ��っ�集�れ�、�

ちろん被災地�たくさん配りたいけ�、�

か�かそれ�難しい��、�りあえず石巻

�福島�お�え�いる子��たち�た��

使わさせ�いただこう�、そん��う�思

っ�い�す。ご協力いただきたい�いう�

う�本当�思っ�い�す。お力を貸し��

しいん�す。１１月１１日以降、本当�よ

ろしけれ�、私�サイトを�うか覗い�い

ただけれ��いう�う�思っ�い�す。 

��、最後�歌��り�す。一歩だけ前

�進�。 

「最後�恋～哀し��ソレアード～」

�す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     歌�トーク�クミコさん                 
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         「最後�恋～哀し��ソレアード～」 

 

 最後�恋�生きる  白い傘を開い� 

 一歩だけ前�出る  輝く命�た� 

  

      最後�恋�生きる  あ�た�長い指が 

      抱きよせるわたし�肩  �るえる真昼�キス 

  

『 誰��言わ�いし  誰�背中を押し��らわ�く��いい 

       だからわたし�言う�  わたし�命�… 

       悔いるこ�をおそれ��いけ�い  絶望をおそれる者� 

   しあわせ�お�ずれ�い 』 

 

  人生っ�ステキだ�  �たり�ら思えるわ 

  すぎた日々風�よう�  哀し��遠ざかる 

 

      人生っ�不安だ�  あ�た�思うかしら 

      大丈夫怖く��い  長い影�����る 

 

『 引き返す�ら今だわ  友達�バカ��笑った 

       �����い  わたし�人生だ�� 

       わたしが決�た恋だ��  人���い�か�終わる 

       だからこそあ�たが欲しい 』 

 

      最後�恋�賭ける  負ける��ささ�く声 

      おそれず�一歩だけ  輝く命�た� 

  

      おそれず�一歩だけ  輝く命�た� 

               

SOLEADO 

Music by Zacar and Dario Baldan 

Words by Francesco Specchia, Maurizio Seymandi and Alberto Salemo 

©1974 EDIZIONI MUSICALI BELRIVER S.R.L. 

Permission granted by EMI Music Publishing Japan Ltd. 

Authorized for sale only in Japan 

                       日本語詞 大石静    日本音楽著作権協会（出）許諾第 1212637-201 号 
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ありが�うござい�した。 （拍手） 

 

 

 

 

クミコさん プロフィール 

１９５４年茨城県水戸市�お生�れ。早稲田大学をご卒業後、１９８２年シャンソニエ�老舗・銀座「銀 

巴里」�オーディション�合格し、プロ�し�スタート。そ�後�渋谷「ジァンジァン」����出演し、 

シャンソン�枠����らず、ジャンルを問わ�い唄い手�し�活躍。 

   ２０００年�アルバム「ＡＵＲＡ アウラ」。２００２年��ニューアルバム「愛�讃歌」をリリースし、 

シングルカット版��異例�大ヒット��る。２００４年「わたし�青空」、２００６年「クミコ・ベストわ 

が麗しき恋物語」、２００７年デビュー２５周年記念アルバム「十年～７０年代�歌たち～」をリリース。そ 

�後�２００８年ニューアルバム「友よ」、２００９年「届か�かったラブレター」、２０１０年ニューシング 

ル「ＩＮＯＲＩ～祈り～」をリリース。こ�「ＩＮＯＲＩ～祈り～」�ＮＨＫ紅白歌合戦�初出場。 

   クミコさん�、２０１１年３月１１日�東日本大震災��公演�訪れ�いた石巻市�被災。そ�後、石巻市 

�「心�復興コンサート」を開催する��、被災地��支援�続ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

非核平和都市宣言 

 

青くす�きった空、清らか�武庫川�流れ、緑あ�れる六甲・ 

長尾�山々‥‥。こ�素晴らしい自然�明るくおだ�か�暮らし� 

宝塚市民す���願い�す。    

こ�よう�私たち�願い�反し、世界��依然�し�、人類同士 

�悲し��き争いが絶えず、しか�地球上�全生命を滅�すこ�� 

�きる核兵器が蓄積され�き�した。  

しかし、人類�平和��切実�願いが全世界�高�り、大き�う 

�り��っ�、よう�く戦略核兵器�縮小�、各地域�紛争解決 

��明るい兆しが見えよう�し�い�す。 

私たち�、こ�よう��き�こそ、戦争を、そし�核兵器を� 

くし、世界�恒久平和を強く願わず��いられ�せん。 

ここ�、宝塚市�憲法�平和精神�基�き、恐る�き核兵器� 

廃絶を願い、永遠�平和社会を築くこ�を誓い、「非核平和都市」� 

するこ�を宣言し�す。 

      

平成元年（１９８９年）３月７日 

 

宝 塚 市              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           宝塚市平和モニュメント「火�鳥」 
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